
 

 

１. 気象経過 

 7 月第３半旬の最高気温は，平年並で最低気温は高めであった。７月第４半旬の最

高気温・最低気温は平年を上回っています。日照時間も７月第３半旬までは少照であ

ったが，７月第４半旬には多照となっています。 

 
 

図１ ６～７月の気象（古川アメダス） 
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２. 生育概況（７月２０日現在） ～７月末には出穂の見込み～ 

草丈は平年よりも長く茎数は平年より少なめの傾向です。葉色は前回調査より低下し，

平年よりも淡い傾向となりました。 

幼穂長調査の結果，中生品種については減数分裂期に達しており，晩生品種や直播栽

培については７月１５日頃に幼穂形成始期となっています。 
表１ 生育調査結果 

※平年比・差は前５か年（平成 2８年～令和２年）の平均値との比較 

 幼穂形成期・減数分裂期の平年差はマイナスは早く，プラスは遅いことを示す。 

表２ 生育ステージ予測 

 

※田植え時期はＲ３年の大崎普及センター管内平均。7/２１以降はアメダス平年値（古川）で予測。 

 

３. 追肥の目安  

表３ 追肥の目安 

※参考 

だて正夢：幼穂形成期の生育

状況により幼穂形成期

1.0kg/10a＋減数分裂期

1.0kg/10aも可 

金のいぶき：現地事例から，減

数分裂期 1.0kg/10a＋出穂

期以降1.0kg/10aも可。 

 

 

草丈(cm) 茎数(本／㎡) 葉数(枚) 葉色(SPAD) 幼穂長(mm) 幼穂形成始期 減数分裂期

( 平年比 ) ( 平年比 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 )

5月2日 80.8 499.4 11.9 38.2 135 7/1 7/12

(3日早い) ( 107% ) ( 97% ) ( +0.3 ) ( +0.4 ) ( +77.9 ) ( -7 ) ( -6 )

5月16日 79.2 498.1 12.4 36.2 68.4 7/8 7/17

(1日早い) ( 112% ) ( 95% ) ( +0.8 ) ( -2.9 ) ( +44.4 ) ( -3 ) ( -4 )

5月10日 76.4 439.4 11.5 34.7 31.0 7/11 7/20

(1日遅い) ( 103% ) ( 73% ) ( -0.8 ) ( -2.1 ) ( +7.0 ) ( +0 ) ( -1 )

5月3日 76.5 564.3 11.7 31.3 6.7 7/15 前年比・差

(1日遅い) ( 109% ) ( 108% ) ( +0.5 ) ( -10.3 ) ( +0.4 ) ( 0 )

5月16日 85.3 471.4 12.6 34.8 34.5 7/9 7/20 前年比・差

(13日遅い) ( 117% ) ( 135% ) ( +0.3 ) ( -1.9 ) ( -34.2 ) ( +2 ) ( +3 )

5月10日 81.9 507.8 12.8 30.6 23.7 7/9 前年比・差

(3日遅い) ( 111% ) ( 95% ) ( -0.1 ) ( -3.7 ) ( -5.0 ) ( -4 )

5月14日 73.5 529.6 12.4 34.1 59.8 7/9 7/17

(平年並み) ( 106% ) ( 107% ) ( +0.7 ) ( -0.8 ) ( +28.4 ) ( -1 ) ( -3 )

5月22日 70.5 319.8 11.3 39.2 145 7/8 7/12 前年比・差

(2日早い) ( 117% ) ( 93% ) ( +1.0 ) ( -1.3 ) ( +125.1 ) ( -4 ) ( -15 )

5月16日 70.3 474.4 12.4 31.8 5.2 7/15

(2日早い) ( 106% ) ( 91% ) ( +0.5 ) ( -1.1 ) ( -0.1 ) ( -1 )

5月3日 69.8 442 11.3 29.9 4.1 7/16

(4日早い) ( 108% ) ( 82% ) ( +1.1 ) ( -6.1 ) ( +1.2 ) ( -3 )

75.3 489 11.9 36.4 104.0 7/5 7/15

( 106% ) ( 94% ) ( -0.1 ) ( +0.4 ) ( +54.0 ) ( -4 ) ( -5 )
県平均（ひとめぼれ　24ほ場）

ゆきむすび 大崎市鳴子温泉

みやこがねもち 大崎市岩出山

ひとめぼれ
（湛水直播）

加美町米泉

だて正夢 大崎市三本木

金のいぶき 大崎市三本木

まなむすめ 加美町宮崎

ひとめぼれ 加美町小野田

ササニシキ 大崎市古川

つや姫 色麻町四竃

品種名 地区名 田植･播種月日
備考

ひとめぼれ 大崎市三本木

田植始期 田植盛期 田植終期
田植月日 05月02日 05月10日 05月20日
幼穂形成始期 06月29日 07月04日 07月11日
減数分裂期 07月11日 07月14日 07月20日
出穂期 07月26日 07月29日 08月04日

施用量
（Ｎ成分/10a）

葉色（SPAD値）
施用量

（Ｎ成分/10a）
葉色（SPAD値）

ひとめぼれ 1.0kg 38～40 1.0kg 35～37

ササニシキ － － 1.0～1.5kg 32～34

つや姫 2.0kg 35～37 － －

だて正夢 － － 2.0kg 37～39

金のいぶき 1.0kg 33～35 1.0kg 30～32

まなむすめ 2.0kg 35～37 － －

減数分裂期（幼穂長:30～120ｍｍ）
出穂15～10日前

幼穂形成期（幼穂長:1～2ｍｍ）
出穂25～20日前

品種名



４. 出穂前後の水管理 

 (1)基本的な水管理 

【中干し → 間断かんがい（穂ばらみ期） → 浅水（出穂・開花期）→ 間断かん

がい（登熟期）】 

・ 中干しは，遅くとも幼穂形成期前に終了する。 

・ 根腐れが発生しやすく倒伏の危険性のある水田は，有効茎を確保する頃から落 

水期まで，飽水管理により，根の健全化と茎の充実を図る。 

(2)低温時の水管理 

・ 幼穂形成期から減数分裂期にかけて日平均気温 20℃以下，または日最低気温 17 

℃以下が続く場合は，早急に深水管理を行う。 

(3)出穂後高温時の水管理 

○走水等により土壌を常に湿潤状態に保つ飽水管理 

出穂後の水管理を飽水管理で維持することによって， 昼間深水・夜間落水管理ほど

の効果は得られないが，湛水管理に比べれば乳白粒や胴割粒の発生が軽減できる。 

 

※用水の確保が難しい場合にはできません 昼間深水・夜間落水管理 

晴天等の高温時において昼間はできるだけ深水管理とし，夜間は逆に落水管理とす

る水管理方法である。一日の用水温の推移を見ると，気温よりも数時間遅れて水温の

低下が見られるので午前９～10 時頃にかんがいし，気温が用水温を下回り始める午

後４ 時頃に落水する方法です。 

 

 
◆◆◆◆◆◆◆◆農薬危害防止運動（６月１日～８月３１日）◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

６月から８月にかけて，農作物等の病害虫が発生しやすく，農薬を使用する機会が

最も多くなる時期です。農薬安全対策の不備や不注意等による事故が発生しやすく

なるため，農薬使用による危害防止と環境に配慮した適正な農薬の使用を徹底しま

しょう。 

運動のテーマ 「農薬は  周りに配慮し  正しく使用」 

東北地方 1 か月予報 

（７月１７日から８月１６日までの天候見通し） 
令和３年７月１５日 

仙台管区気象台 発表※抜粋 
＜予想される向こう１か月の天候＞ 
 東北太平洋側では，期間の前半は平年に比べ曇りや雨の日が少ないでしょう。 

 期間の後半は天気は数日の周期で変わるでしょう。 

 平均気温は，高い確率６０％です。日照時間は,平年並みまたは多い確率とも４０％です。  

＜向こう１か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）＞ 
                                      低い(少ない)  平年並  高い（多い） 
  【気   温】 東北地方            １０    ３０    ６０ 
   【降 水 量】  東北太平洋側      ３０    ４０    ３０ 

   【日照時間】  東北地方           ２０    ４０    ４０ 

 ＜気温経過の各階級の確率（％）＞ 
                                     低い      平年並     高い 
  １ 週 目  東北地方             １０    １０    ８０ 

   ２ 週 目   東北地方              ２０    ４０    ４０ 

   ３～４週目  東北地方                ３０    ４０    ３０ 


